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論文及び審査結果の要旨 

途上国では、所得の向上や自動車・自動二輪価格の低下、ローンの普及などにより、自

動車や自動二輪などの私有交通手段の普及が進む一方で、公共交通システムの向上が進ま

ない都市が多い。本研究は、現状の道路混雑が激しく、現状の道路整備水準・公共交通サ

ービス水準がともに低く、さらに今後の自動車・二輪車の保有の大幅増が予想される、一

人あたり GNI1000 米ドル台の途上国大都市を想定して、さまざまな交通需要マネジメント

(Travel Demand Management: TDM)施策に対する、多様な属性の人々の受容意識を明ら

かにすることを目的としている。対象都市として、上記の条件にあてはまるパキスタン国

ラホール市を選定した。本研究では、1980 年代以降に先進国で進められてきた「既存イン

フラの有効活用と、ピーク需要の時間的空間的分散」を中心とする TDM 政策をレビューし

たうえで、インフラ不足と絶対的需要の増加、自動車保有者の強い自動車依存意識という



別紙様式第２号           横浜国立大学 

途上国の特性を考慮した、途上国型の TDM 政策のメニューを整理したうえで、現地でのオ

リジナルのアンケート調査をもとに、以下の分析を行った。 

1) 職業ドライバーを対象とした、ラジオの道路交通情報サービスの利用状況と利用意識 

2)  中所得者(現状の自動車保有者と将来的な自動車保有者を中心)を対象とした、公共交

通と TDM 施策への受容意識と、ライフスタイル意識との関連分析 

これらの分析から、主に以下のことを定量的に明らかにした。①道路混雑情報の活用の

仕方は人々によって大きな差異があり、それには情報リテラシーが大きく関係しているこ

と。②公共交通の質が高ければ、自動車利用者層からのある程度の転換が期待できること。

③中・高所得者の自動車依存意識が高い人々は、自動車利用コスト(金銭・時間)が仮に 2 倍

になったとしても現状の自動車利用形態を継続する意識が強いこと。 

これらの成果から、ラホールでの短期・中期・長期それぞれで行うべき TDM 政策を整理

し、他の途上国大都市への本研究での分析手法の適用可能性について示唆を行った。途上

国において、幅広い個人属性の被験者への調査をもとに包括的に TDM 政策のあり方を整理

した既存研究は少なく、オリジナリティ、有用性ともに高い研究といえる。 


